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〈赤磐医師会病院基本理念〉
心のかよう、温かみのある医療の提供に努めます。

安全で質の高い医療を提供し、信頼される病院を目指します。

かかりつけ医と連携を深め、地域と共にある病院を目指します。

赤磐医師会病院



賀正

今年も
よろしくお願い
いたします

　新年あけましておめでとうございます。

　赤磐医師会病院は設立から36年、増改築から5年目を迎えました。僻地医療を支

え、また地域の開業医達と医師会病院の医師達が協力して患者様の診断・治療にあた

るという理念のもとに設立され、その基本理念が着実に引き継がれています。

　赤磐医師会および医師会病院は公益法人として認可されていますので、医療活動に

加えて、住民の皆様の健康教育や検診活動にも力を注いでいます。医師会病院には専

門医による専門外来も増え、また若く活気溢れる医師や、管理栄養士・専門的な病気に

特化した知識を有する認定看護師・リハビリスタッフなども充実してきていますので、

地域の寄り合いや会合のついでに健康関連の話を聞いてみたいというようなことがありましたら、出前講座など対応

させていただきたいと考えております。お気軽に医師会事務局または病院職員にご相談いただければと思います。

　さて、医師会病院は公益法人であり、税法上は優遇されていますが、市立病院ではありませんので、赤磐市から

補助金や助成金をいただいているという事実はありません。あくまで民間の病院ですので、赤字にならない程度の

健全経営が必要であることは当然です。全国の自治体立病院の多くは赤字であり、税金で赤字が補填されています

が、医師会病院は幸い今後の継続的な存続が可能な程度の収益は上げています。また、地方に存在する中規模病院

において全国的に問題となっている常勤医師の不足は未だに深刻な課題です。医師会病院においても救急車対応・

時間外診療などについては不十分な診療体制が続いていますが、年々改善はしておりますので、ご理解いただけれ

ば幸いです。

　医師会病院は、現在も急性期医療とともに、在宅患者様のスムーズな入院受け入れや内科的疾患のリハビリに対

応した地域包括ケア病棟、脳卒中後遺症・四肢の骨折後のケアにあたる回復期リハビリ病棟を有しております。今

後はそのようなニーズがさらに増加すると予想され、ベッドの有効利用のための変革を計画しています。

　医師会病院は引き続き地域医療支援病院として、かかりつけ医の先生達と連携しながら患者様の診断・治療に当

たらせていただきます。日頃の一般的な外来診療は、開業医などかかりつけ医でお願いし、検査や入院が必要な方

や、専門医での診察が勧められる場合に、病院の医師が診させて頂くという、機能分担で地域医療の質をより向上

させたいと考えています。医師会病院の外来診療は、大学病院・岡山医療センター・済生会病院・岡山市民病院・医

師会会員のうち特殊な疾患に強い医師達による専門外来が増えています。住民の皆様の高齢化や

交通の不便さを鑑みて、できるだけ地元で専門的医療を受けていただけるよう専門医に来てもら

い、実際に受診される患者様達からも高い評価と安心したというお

言葉など頂戴しています。岡山市内の総合病院受診をお考えの前に、

かかりつけ医に相談されたり、直接医師会病院にお電話などでお問

い合わせいただき、有効に専門外来をご利用いただければと考えて

います。

　今年も赤磐医師会病院ならびに赤磐医師会会員施設をよろしくお

願い申し上げます。

公益社団法人赤磐医師会 会長    滝  澤  貴  昭

平成 31 年初頭に当たり

　皆様、新年あけましておめでとうございます。

当院は当地区における唯一の地域中核病院としての基盤を整え、救急医療をはじめ、

かかりつけ医や岡山市内総合病院に対する後方支援としての入院医療、また健診事

業などを充実させることなどによって地域医療に貢献して参りました。患者様をご

紹介頂いております赤磐医師会会員や登録医の諸先生方、また当院をご利用頂きま

した地域の住民の皆様方に厚くお礼申しあげます。

　平成 30 年度より新たに、介護施設や在宅などから当院への入院が必要な患者様に

対する患者搬送業務を始めました。まだ事業を開始したばかりですが、お陰様で多

くの患者様にご利用頂いております。今後も引き続き実施していく所存ですので、必要な際はご遠慮なくご相談い

ただければ幸いです。

　さて、平成 30 年度より新医師専門医制度がスタートし、当院へも岡山市内総合病院から現在内科を中心に若手

医師を派遣して頂いております。地域医療を担っている多くの病院では、当院でも御多分に漏れず、毎年のように

医師不足と常勤医師の高齢化が問題となっておりました。しかし、当院ではこの問題が年々徐々に解決されていく

ことが期待されており、現在ではホッと一息ついた感があります。今後は外科・整形外科に対しても若手医師の確

保に努め、医療体制を少しずつ充実させて参りたいと考えております。

　今後とも職員一同、活力を持ち、患者様に愛される病院づくりを目指して参りますので、本年もどうかご支援を

賜りますようお願い致します

赤磐医師会病院 院長    佐  藤  敦  彦

新年のご挨拶

新 人 紹 介
常勤内科医師 ● 田村　友和 先生

　10月から半年間、岡山済生会総合病院から

研修で勤務させていただいています。透析や一

般内科等たくさん勉強でき充実した毎日を過ご

せています。分からない事だらけなのでやさし

く教えてください。今後ともよろしくお願いし

ます。

非常勤循環器内科医師 ● 小倉　聡一郎 先生

　11月よりこちらで勤務させて頂いておりま

す。火曜日午前中のみではありますが、皆様

のお役に立てれば幸いです。ご迷惑をおかけ

いたしますが、今後ともよろしくお願い致し

ます。好きなもの…ビールでしょうか。

病棟看護師 ● 石邨　裕貴

　11月より西2階で勤務させて頂いています。

1歳の息子はあしたば保育所でお世話になって

います。ブランクと初めての育児・仕事の両立

に戸惑いながら、早く職場に慣れるよう頑張っ

ています。よろしくお願いします。

病棟看護師 ● 藤野　博子

　12月より東3階病棟で勤務させていただい

ています。焼肉が大好きですが、子供（1歳

10ヶ月）が生まれて、行けていないのが残念

です。あしたば保育所に子供を預けながら保

育士さん、同僚のスタッフの方にお世話にな

りながら頑張ります。

私も頑張ります。
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第21回

　平成30年11月10日（土）第21回中四国医師会看護管理者会議が当院におい

て開催されました。今回は中国・四国の医師会病院から11施設27名の看護管理

者が参加され、施設の紹介や看護管理に関する情報交換を行いました。グループ

ワークでは「管理者教育」「災害時の対応」について話し合い、特に今年度は西日本

豪雨災害において各施設での体験や今後の対策について話し合い実り多い情報交

換が出来ました。赤磐市マスコットキャラクターあかいわモモちゃんも登場し終

始和やかな雰囲気で参加された方々をおもてなしすることが出来ました。

　年に１度の会議ですが今後もこの会を継続し、医師会病院のネットワークを強

化し、お互い助け合い情報交換できる関係性を築いていけたらと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護部：平田

　2018年11月15日当院4階会議室にて糖尿病ケア委員会主催

の「世界糖尿病デーイベント　みんなで学ぼう！糖尿病予防啓発

のためにできること」を開催しました。平日昼間の開催でしたが、

地域医療連携をしている8施設から訪問看護師やケアマネジャー

等多数のご参加をいただきました。

　最近話題のカーボカウント、フットケア、動脈硬化の検査とし

てのABI、糖尿病の医療費と診療報酬の話等盛り

だくさんの内容で充実した時間になりました。

これを機会に地域における糖尿病予防啓発

の輪が広がることを願って、これ

からも委員会活動を行いた

いと思います。ご参加く

ださった皆様、ありがと

うございました。

　　　　　看護部：大元

　松江生協病院　耳鼻咽喉科　仙田直之先生をお招きし、「食べるこ

と」についての一連の動作から外科治療についてまで、動画を交えな

がらわかりやすくご講演いただきました。

　院外からは医師をはじめ、多職種の方の参加があり「最後まで口か

ら食べられる事」の支援方法を情報共有しながらすす

めていきたいという思いを強めた研修

会となりました。嚥下スイー

ツの「さつま芋のムー

ス」「チョコあんパン」

も好評でしたよ。

　　　栄養科：草谷

永年勤続者表彰

中四国医師会病院看護管理者会議

第16回 A.P.N club研修会

世界糖尿病デーイベントin赤磐医師会

昭和 63年入職者（勤続 30年）

戸田　佐登志先生（外科診療顧問）

平成10年入職者（勤続 20年）

藤本　由紀子（看護部長）

永年の勤続、大変おめでとうございます。

研修会がおこなわれました

「みんなで学ぼう！糖尿病予防のためにできること」「みんなで学ぼう！糖尿病予防のためにできること」

2018年
12月1日
開催

テーマ「病態から考える摂食嚥下アプローチ
～摂食姿勢から外科的治療まで～」

2018年
11月15日
開催
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　2018年11月15日当院4階会議室にて糖尿病ケア委員会主催

の「世界糖尿病デーイベント　みんなで学ぼう！糖尿病予防啓発

のためにできること」を開催しました。平日昼間の開催でしたが、

地域医療連携をしている8施設から訪問看護師やケアマネジャー

等多数のご参加をいただきました。

　最近話題のカーボカウント、フットケア、動脈硬化の検査とし

てのABI、糖尿病の医療費と診療報酬の話等盛り

だくさんの内容で充実した時間になりました。

これを機会に地域における糖尿病予防啓発

の輪が広がることを願って、これ

からも委員会活動を行いた

いと思います。ご参加く

ださった皆様、ありがと

うございました。

　　　　　看護部：大元

　松江生協病院　耳鼻咽喉科　仙田直之先生をお招きし、「食べるこ

と」についての一連の動作から外科治療についてまで、動画を交えな

がらわかりやすくご講演いただきました。

　院外からは医師をはじめ、多職種の方の参加があり「最後まで口か

ら食べられる事」の支援方法を情報共有しながらすす

めていきたいという思いを強めた研修

会となりました。嚥下スイー

ツの「さつま芋のムー

ス」「チョコあんパン」

も好評でしたよ。

　　　栄養科：草谷

永年勤続者表彰

中四国医師会病院看護管理者会議

第16回 A.P.N club研修会

世界糖尿病デーイベントin赤磐医師会

昭和 63年入職者（勤続 30年）

戸田　佐登志先生（外科診療顧問）

平成10年入職者（勤続 20年）

藤本　由紀子（看護部長）

永年の勤続、大変おめでとうございます。

研修会がおこなわれました

「みんなで学ぼう！糖尿病予防のためにできること」「みんなで学ぼう！糖尿病予防のためにできること」

2018年
12月1日
開催

テーマ「病態から考える摂食嚥下アプローチ
～摂食姿勢から外科的治療まで～」

2018年
11月15日
開催
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　　　　赤磐医師会病院　外来診療・検査担当表 平成31年1月1日現在

月 火 水 木 金 土

外
　
来
　
診
　
療
　
・
　
健
　
康
　
診
　
断

内科一診
（再　診） 柚

ゆ の き

木　直
な お こ

子 平
ひ ら い

井　通
み ち お

雄 柚
ゆ の き

木　直
な お こ

子 平
ひ ら い

井　通
み ち お

雄 田
た む ら

村　友
と も か ず

和

休　　診

内科二診
（初　診） 兼

か ね ざ わ

澤　弥
み さ き

咲 牧
ま き た

田　雅
ま さ の り

典 吉
よ し い

井　將
ゆ き の り

哲 高
た か だ

田　健
け ん じ

二 担　当　医

内科三診
（再　診） 灘

な だ

　　隆
た か ひ ろ

宏 佐
さ と う

藤　敦
あ つ ひ こ

彦 友
と も だ

田　　純
じゅん

近
こ ん ど う

藤　稔
な る ひ と

人 前
ま え だ

田　英
ひ で の り

紀

内科午後
（予約外来）

柚
ゆ の き

木　直
な お こ

子※1

（PEG造設・嚥下評価外来）

大
お お み や

宮　照
て る あ き

明

外　　科 戸
と だ

田佐
さ と し

登志 宮
み や ぎ

木　功
こ う じ

次 内
う ち だ

田　卓
た く ゆ き

之 戸
と だ

田佐
さ と し

登志
宮
み や ぎ

木　功
こ う じ

次
蓮
は す お か

岡　英
ひ で あ き

明（第3）

整形外科 片
か た や ま

山　信
の ぶ あ き

昭 片
か た や ま

山　信
の ぶ あ き

昭 片
か た や ま

山　信
の ぶ あ き

昭
リウマチ外来
（予約・紹介制） 片

か た や ま

山　信
の ぶ あ き

昭※2

頭痛・めまい外来
（予約・紹介制） 佐

さ の う

能　　昭
あきら

※3 佐
さ の う

能　　昭
あきら

※3

泌尿器科 和
わ た り

田里章
し ょ う ご

悟※4 渡
わ た な べ

邉　豊
と よ ひ こ

彦※5

呼吸器内科
（予約・紹介制） 山

や ま ぎ し

岸　智
と も こ

子 藤
ふ じ わ ら

原　慶
け い い ち

一 松
ま つ お

尾　　潔
きよし

呼吸器外科
（予約・紹介制）

片
か た お か

岡　正
ま さ ふ み

文
（第1・2・4・5）

　 糖尿病内科 
   （予約・紹介制） 清

し み ず

水　一
い っ き

紀※6 大
お お み や

宮　照
て る あ き

明※7 前
ま え だ

田　英
ひ で の り

紀※6

循環器科
（予約・紹介制） 西

に し は ら

原　大
た か ひ ろ

裕※8 小
お ぐ ら

倉聡
そ う い ち ろ う

一郎※9

赤
あ か ぎ

木　　達
さとし

　  
赤
あ か ぎ

木　　達
さとし

※10

腎臓内科
（予約・紹介制） 大

お お み や

宮　照
て る あ き

明
神経内科
（予約制） 佐

さ さ き

々木　諒
りょう

健康診断 米
よ ね い

井　二
じ ろ う

郎 担 当 医 米
よ ね い

井　二
じ ろ う

郎 友
と も だ

田　　純
じゅん

平
ひ ら い

井　通
み ち お

雄
（第1）丸

まるやま

山　昌
まさひこ

彦
（第3）担 当 医　

PEG造 設・ 嚥 下 評 価 外 来 ※ 1  月曜日 午後 2 時～午後 4 時

整形外科
リウマチ外来 ※ 2  火曜日 午後 1 時～午後 3 時
筋電図検査 筋電図検査につきましては事前に整形外科医師にご相談下さい。

頭 痛・めまい 外 来 ※ 3  水・金曜日 午後 1 時～午後 3 時

泌 尿 器 科
※ 4  水曜日 午前 8 時30分～午前12時
※ 5  金曜日 午前 8 時30分～午前11時

糖 尿 病 内 科
※ 6  月・水曜日 午後 2 時～午後 4 時
※ 7  火曜日 午前 8 時30分～午前11時

循 環 器 科

※ 8  月曜日 午前 8 時30分～午前11時

※ 9  火曜日 午前 8 時30分～午前11時
午後 2 時～午後 4 時

※10  木曜日 午前 8 時30分～午前11時
午後 1 時30分～午後 4 時

診療受付時間：午前 8 時30分～午前11時

※都合により休診になることがあります。

　新年あけましておめでとうございます。い
よいよ平成最後のお正月ですね。
今年の目標は立てられましたか？年女の私
はより一層気合いを入れて何事にも取り組
もうと思います。皆様の幸せがいの
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一番に
やってきますように！今年もよろしくお願
いします。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　（編集部：藤原）

コ ミュニケーション（対話）
ス マイル（笑顔）
モ ビリティ（機敏性）
ス キル（技術）


